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About the museum in the future, it has been pointed out that it will be opened to the 
community. Therefore, staffs connecting the museum and users are noted. But their 
situation is not yet clear. So I termed these staffs "The third human resource". This 
study reveals their current situation, the necessary elements and the strategies for 
their expansion. 
For revealing their historical background, I clarified the introduction of “Tenjikor-
yuin” in Lake Biwa Museum, and found the following three. First, the temporary 
staffing company has been affected. Second, it’s important that “Tenjikoryuin” itself to 
understand the philosophy and to maintain motivation, to cooperate with curators. 
Thirdly, there’s no direct involvement Lake Biwa Museum affected on others. 
There’re 12 museums with "The third human resource" in Japan, and activities are 
different. In fact, there’s also that perform only exhibition commentary and reception. 
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3 museums are more active: Lake Biwa Museum, Museum of Nature and Human Ac-
tivities, Hyogo and Yamanashi Prefectural Museum. By case studies, the following 
three points can be pointed out for them to perform activities aggressive. The first is 
direct employment. The second is self-planning. Thirdly is the recognition of their 
importance. In addition, the establishment of the concept of "The third human re-
source" and museum’s reform of awareness are also important.  
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大堀（1999）は次の 3 点を挙げている。 













































































































































































































































がったのか、なぜ広がったのかという 3 点に注目した。 
（2）調査対象の概要 
布谷は、滋賀県立琵琶湖博物館（仮称）建設準備委員
会プロジェクトチーム構成員として、1991 年 7 月から
大阪自然史博物館との兼務で、議論に参加した。同年 11
月からは滋賀県教育委員会文化施設開設準備室のメンバ
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以上の絞り込みによって、最終的に 45 都道府県 と 20
政令指定都市の 85 館を対象として調査を行った（巻末
資料 3）。各地方ごとの館数の内訳は、北海道・東北地方
11 館、関東地方 18 館、中部地方 15 館、近畿地方 19 館、































館は、北海道・東北地方に 9 館、関東地方に 8 館、中部
地方に 3 館、近畿地方に 3 館、中国・四国地方に 4 館、






































































































































































第 5章 「第三の人材」のあり方 
 



































































































































































































































































































































































































































































































































































3 インタビューは、2013 年 5 月 23 日に三重県立博物館事務室
で、2 時間程度行った。 
4 滋賀県立琵琶湖博物館ホームページ・展示交流員のページ













8 琵琶湖博物館は 2013 年 10 月 23 日に訪れ、展示交流員 3 人
と学芸員 1 人に聞き取りを行った。 
 人と自然の博物館は 2013 年 9 月 25 日に訪れ、フロアース
タッフ 2 人と事務職員 1 人に聞き取りを行った。 
 山梨県立博物館は 2013 年 9 月 14 日に訪れ、展示交流員 3
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（資料 1）世代による博物館の 3 つの分類 
（伊藤（1997）『市民のなかの博物館』，pp.140-145 を元に筆者作成） 
  





1970 年代以降、主流  
参加中心 
1980 年代後半から  
設立の理由 
宝物の保存施設  町のシンボル・  
コレクションの寄贈・公開  
地域社会の要請  
利用形態 娯楽、観光 一過性の見学  継続的な活用  
専門職員 番人 孤独な学芸員  専門職集団（分業化）  
公開・教育 展示のみ 展示中心 事業中心 
展示の解説 
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（資料 2）目的による博物館の 3 つの分類 
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（資料 3）全国 85 館の調査結果比較表 
番号 設置者 博物館名 分類（注1） 開館年（注2） 所管/管理 展示解説（注3） ボランティア（注4） 「交流」等の明記 特徴的な活動、その他
1 北海道 網走市 道立 北海道立北方民族博物館 歴史 1991年2月
指定管理者（（財）北方文化振興協会）／教
育庁（生涯学習推進局 文化財・博物館課）
解説員（予約制） 不明 特になし 「解説員」












4 青森県 青森市 県立 青森県立郷土館 総合 1973年9月 指定管理者（TTHAグループ）／教育委員会 解説員（ガイドツアー・日祝日） 不明 不明 「解説員」、移動博物館












7 仙台市 仙台市立 仙台市博物館 総合
1961年10月、
2001年改装
教育委員会 ボランティア 「三の丸会」展示解説 特になし 特になし





学芸員（イベント方式・企画展） 不明 特になし 特になし











11 福島県 会津若松市 県立 福島県立博物館 総合 1986年10月 教育庁（社会教育課） 展示解説員、学芸員（イベント方式・企画展） 資料整理 目標に「出会いふれあい博物館」
「展示解説員」（非常勤）、移
動展





展示解説員（毎日定時） イベント補助、広報 特になし 「展示解説員」













15 群馬県 高崎市 県立 群馬県立歴史博物館 歴史 1979年10月
知事部局（生活文化スポーツ部 文化振興課
文化施設係）
解説員（予約制） 体験型展示補助 特になし 「解説員」（嘱託）






























教育委員会（生涯学習部） 不明 不明 不明 特になし













教育委員会（生涯学習部 生涯学習振興課） ボランティア（土日定時） 展示解説 不明 特になし




























24 神奈川県 横浜市 県立 神奈川県立歴史博物館 歴史
1967年3月、
1995年改称
教育局（生涯学習部 生涯学習課） 学芸員（イベント方式・企画展）、ボランティア 展示解説、イベント補助 特になし 特になし







26 横浜市 横浜市立 横浜開港資料館 歴史 1981年6月
指定管理者（(公財)横浜市ふるさと歴史財
団）／教育委員会（生涯学習文化財課）
不明 不明 特になし 特になし
27 横浜市 横浜市立 横浜ユーラシア文化館 歴史 2003年3月
指定管理者（(公財)横浜市ふるさと歴史財
団）／教育委員会（生涯学習文化財課）
学芸員(予約制、イベント方式・企画展） 不明 特になし 特になし
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番号 設置者 博物館名 分類（注1） 開館年（注2） 所管/管理 展示解説（注3） ボランティア（注4） 「交流」等の明記 特徴的な活動、その他















32 富山県 中新川郡立山町 県立 立山博物館 総合 1991年11月
指定管理者（（財）富山県文化振興財団）
／知事部局（生活環境文化部 文化振興課）
不明 不明 特になし 特になし














学芸職員（団体向け） 不明 特になし 特になし




36 福井市 県立 福井県立歴史博物館 歴史 2003年3月 知事部局（観光営業部 文化振興課） 不明 不明 不明 特になし






38 甲府市 県立 山梨県立考古博物館 歴史 1982年11月 教育委員会（学術文化財課 企画担当） ボランティア 展示解説 特になし




















































47 県立 滋賀県立安土城考古博物館 歴史 1992年11月
指定管理者（（財）滋賀県文化財保護協会）
／教育委員会（文化財保護課）
学芸員（随時） 不明 特になし 特になし









49 京都市 京都市立 京都市学校歴史博物館 歴史 1998年11月 教育委員会 不明 不明 特になし 「唱歌・童謡教室」








展示企画学生（イベント方式・企画展） 不明 特になし 特になし




学芸員（各週土） 不明 不明 特になし





























56 堺市 堺市立 堺市博物館 歴史 1980年?月 市長部局（文化観光局） 不明 イベント補助 特になし 特になし














59 加古郡播磨町 県立 兵庫県立考古博物館 その他 2007年10月 教育委員会（社会教育課 施設係） 学芸員、ボランティア（団体向け・予約制） 展示解説 特になし




























番号 設置者 博物館名 分類（注1） 開館年（注2） 所管/管理 展示解説（注3） ボランティア（注4） 「交流」等の明記 特徴的な活動、その他




























68 広島県 三次市 県立 広島県立歴史民俗資料館 歴史 1979年4月 教育委員会（文化財課） ボランティア（週1回）、学芸員（イベント方式） 展示解説 不明 特になし








学芸員（イベント方式・企画展） 不明 不明 特になし
71 山口県 山口市 県立 山口県立山口博物館 総合 1967年10月 教育庁（社会教育 文化財課） 不明 不明 不明 特になし
72 徳島県 徳島市 県立 徳島県立博物館 総合 1990年11月 教育委員会（文化の森統括本部） 学芸員（イベント方式） イベント、広報 特になし スタッフ紹介あり




























76 福岡県 小郡市 県立 九州歴史資料館 歴史
1973年2月、2010
年11月移転改装
教育委員会（文化財保護課） 学芸員（イベント方式・年5回） イベント 特になし 特になし
77 北九州市 北九州市立 北九州市立いのちのたび博物館 総合 2002年11月 市長部局（市民文化スポーツ局） 展示交流員、ボランティア 「シーダー」展示解説、イベント 特になし
「展示交流員」、「ミュージア
ム・ティーチャー」






























82 大分県 宇佐市 県立 大分県立歴史博物館 歴史 1998年4月 教育委員会（文化課） 館職員、ボランティア（毎日定時） 展示解説 特になし
文化財保護研究センターと
して活動


























 注 1 括弧書きが無いものは登録博物館、（相当）は博物館相当施設、（公開）は公開承認施設 
注 2 「改装」はリニューアルオープンを指す 
注 3 イベント方式とは、「展示解説会」のような名称でイベントとして行われているものを指す 
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（資料 4）「第三の人材」を配置する 12 館の一覧表 
（各ホームページをもとに筆者作成） 
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山梨県立博物館 滋賀県立琵琶湖博物館 兵庫県立人と自然の博物館 
開館年 





ミュージアムコンパニオン 展示交流員 展示交流員 フロアースタッフ 
人数 23 人 16 人 33 人 12 人 
雇用形態 
非常勤職員 
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博物館名  奈良県立民俗博物館 島根県立古代出雲歴史博物館 北九州市立いのちのたび博物館 
開館年 1974 年開館 2007 年 3 月開館 2002 年 11 月開館 
「第三の人材」 
の名称 
フロアスタッフ アテンダント 展示交流員 







所属部署  なし 受付・監視業務等委託契約受託事業者 
主な活動内容 
 受付・案内、展示室・ロビーでの監視、来
館者対応、広報、イベント、カフェ運営 
受付・案内、監視（展示場の巡回監視、事
故・不審者等の対応、設備の異常対応等） 
活動上、重視 
していること 
 「監視員」ではなく、人的サービスの最前
線を担う存在であるということ 
博物館から展示交流員の存在が必要であ
ると評価されること 
課題 
 アテンダントの身分の安定 
適正な人員配置（人数・配置場所等） 
経験年数や個人差による差異が生じない
研修の工夫 
博物館の理念等 
の「交流」の記載 
不明 活動方針に「開かれた、親しみのもてる博
物館を目指す」 
特になし 
その他 
「受付業務の一環として、フロアスタッフ
的な業務をしてくれている委託業者のス
タッフはいるが、制度として確立している
ものではない。」との回答 
指定管理仕様書では「受付・監視補助職員」
という位置付け 
特になし 
（電話・メールによる調査をもとに筆者作成） 
 
